
丸徳グループ

だ よ

車両分科会

り
Vol.41

丸徳グループ各社従業員の皆様
毎日の業務、ご苦労様です。

今月の記載内容は・・・

・事故を起こさないための心構え

・夏のトラブル対策

・交通ヒヤリハット（信号無視）

・愛知県警からのリーフレット7月

2026年7月



事故を起こさないための心構え

交通事故を防ぐためには、やはり安全運転が第一です。
安全運転の心構えを身につけましょう。

安全運転５則 ：教習所でも学ぶ運転の基本

１.安全速度を必ず守る

２.カーブの手前でスピードを落とす

３.交差点では必ず安全を確かめる

４.一時停止で横断歩行者の安全を守る

５.飲酒運転は絶対にしない

安全運転の心構え ：必要なものは技術より心構え

１.譲り合いの心を持つ
運転中にイラっとすることがあっても心にゆとりを持つことが大事。

２.初心を忘れない
適度な緊張感をもつことが大切。慣れている道でも慎重に。

３.交通ルールを守ろう
事故は交通違反により起きます。法令順守は絶対です。

４.「かもしれない運転」をする
「～だろう」ではなく「～かもしれない」が大切。常に危険予測。

５.ながら運転はしない
スマートフォンやナビの操作・注視は危険です。運転に集中。

６.ベストコンディションで運転しよう
体調不良により集中力や判断力が低下。疲れを感じたら休憩。



夏のトラブルを防ぐ８つのポイント

今年も本格的な夏がやってきます。夏場に発生しやすい
【大雨のトラブル】【暑さのトラブル】に分けて対策をご紹介します。

【大雨トラブル対策 基礎知識と３つのポイント】

天気予報と警戒情報の確認①

② ハザードマップで危険エリアを避ける

ハザードマップポータルサイトなどで、避けるべき

エリアや駐車場、迂回ルートの把握が大切。

線状降水帯やゲリラ豪雨などはリアルタイムに

気象情報を把握することが大切。

③ 車内に安全装備を準備

最低限の装備品を常備することが重要。

●脱出用ハンマー●防水懐中電灯

●非常食・飲料水●救急セット

【基礎知識】 どの水位で車が危険になるのか



外気循環 で換気後、内気循環 に

切り替えると効果的。

【暑さトラブル対策 ５つのポイント】

熱気を逃がしてからエアコンを効かせる①

② 水分と塩分を備える

走行中の車内で「隠れ脱水」が進行します。

こまめな水分・塩分補給が重要。

③ ダッシュボードを冷やす

ダッシュボードを水拭きすることによって、

効率的に車内温度を下げることが出来る。

④ サンシェードで車内を日光から守る

直射日光をブロックすることで、車内の精密機器や

モバイルバッテリーも守られる。

⑤ エアコンの定期的な点検

エアコンの負荷が増えると、バッテリー上がりなどの

トラブルにもつながります。定期的な点検が大切。



交通 ヒヤリハット

トラック左折中、トラックを右側から
追い越そうとした。赤信号に代わって
いる事に気が付かず、対向車線の
右折車とぶつかりそうになった。

ヒヤリ： 信号無視

ヒヤリ
状況

注意

トラックで信号が見えない。

対策

①車間距離を十分にとる。
②見えない危険を前提に運転する習慣をつける。
③信号の見落としが重大事故につながると自覚する。
④交差道路側の信号の変化から、信号を推測する。
⑤だろう運転ではなく、かもしれない運転をする。

前方の状況がわからない時には、信号無視や重大事故になる可能性大
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